平成23年度（第54期）　第2回グループ長・常任幹事会議
開催日時：2011年8月27日（土）　12：00～14:00

開催会場：ホテル阪急インターナショナル　4F　月華

住所：〒530-0013　大阪市北区茶屋町19-19

        　　TEL：06-6377-2100　http://www.hhi.co.jp/

出席者：45名
常任幹事：作道、井上、貞末、大迫、齊藤、島田、木村、水落、前田、加藤、臼井、藤澤、飯尾、杉山、松浦
G長：大和（札幌）、守（仙台）、茨城（神尾）、白橋（同友会）、吉野（文京）、宇田川（新世会）、臼田（若竹会）、坂田（神奈川）、秋山（山梨）、宮下（長野）、大村（金沢）、久世（岐阜）、水谷（名古屋）、蓑内（京都）、尾上（大阪）、中川（神戸）、西原（愛媛）、花田（広島）、大鶴（熊本）、笠木（大分）、吉田（宮崎）、宮武（鹿児島）、平山（沖縄）
オブザーバー：池田（鹿児島）、満谷（大阪）、岡部（札幌）、比嘉（沖縄）、泉（同友会）、江原（神奈川）、近藤（神奈川）
開会　12:00

●会長挨拶　　　　　井上会長
●全国印刷緑友会綱領唱和　　　　藤澤克彦君
１．われわれは　青年印刷人として　国際的知性と教養を高めよう！！
１．われわれは　青年印刷人として　総力を結集し　同志的結合をはかろう！！
１．われわれは　青年印刷人として　印刷文化発展に努力しよう！！
●資料確認　
●議長選出　貞末総務
●審議事項
１．平成22年度鹿児島総会決算報告の件（池田実行委員長）
決算書が配布された。収入合計2,050,400　支出合計2,050,400。
２．PRINTNEXT進捗状況（臼井常任・井上会長）
日時：2012年2月4日（土）12：30開会　場所：パシフィコ横浜会議センター

リーフレットが配られた。
当日のタイムスケジュールが説明された。

12：30　開会　式典

13：10〜13：55　基調講演（千葉大学教授　小林正弥氏）

13：55〜15：25　ワールドカフェ（基調講演と連動したテーマ）

15：25〜15：40　休憩

15：40〜16：25　小林教授による対話型の講演（ソクラテスメソッド）

16：25〜16：40　休憩

16：40〜17：55　分科会セミナー（5つのテーマに分かれる）

18：10〜20：10　懇親会

未来の印刷大賞=小中学生を対象に未来の印刷をテーマに作文を書いてもらう

の募集協力の依頼があった。

募集締切10月31日（月）

全ての応募作品をPrint Next2012のサイトに掲載する。
登録人数は410人を目標とし、緑友会からの登録は140名を目指す。今後、親会等にも声をかけてゆき、全体で450名以上の登録を目指したい。

登録料は18,000円
分科会の内容も興味深いものが多いので、この機会に我々経営者だけでなく、社員さんも含めて参加していただけるとありがたい。
３．平成24年度 札幌総会進捗状況（岡部実行委員長）
リーフレット（改訂版）が配布された。
登録費が会員は20,000円から15,000円に変更された。（同伴者は10,000円）
グループ長・常任幹事会議は13時開始の予定であったが14時開始に変更された。

14：00〜16：00　グループ長・常任幹事会議

15：30〜　受付

16：30〜17：30　総会

18：30〜20：30　懇親会

その他の詳細はグループメンバーで協議中。
登録目標人数は200名。

４．平成24年度 沖縄大会進捗状況（比嘉実行委員長）
リーフレットが配られた。
2012年10月27日（土）沖縄かりゆしアーバンリゾート・ナハで開催。
登録料は22,000円。
登録目標人数は250名。

グループ長・常任幹事会議の時間が1時間の予定になっているが、2時間は必要だという指摘があった。→タイムスケジュールの変更を検討する。

５．平成24年度 熊本セミナー進捗状況（大鶴Ｇ長）
2013年2月上旬開催予定。会場や詳細は検討・交渉中。
●報告事項
「東日本大震災の復興支援について」

貞末総務：

7月の仙台での第1回常任幹事会議中にワールドカフェが行われたが、意見を集約すると大きく3つにまとめることができる。

1.震災の現状を多くの人に伝える　2.被災地のニーズを知る　3.継続的な支援が必要
また、被災地の現状を知り、意識の共有を行い、ディスカッションに移りたいとの理由から、茨城緑友会 神尾事務局長、仙台刷親会 守会長より震災についてお話しいただいた。

神尾事務局長：

渋谷会長がどうしても都合が付かないため代理で参加。義捐金を頂戴し、ありがとうございました。茨城は忘れ去られた被災地とういう表現もされる。印刷業界は機械・社屋の修繕に1ヶ月半程要した。3月〜4月は各種イベントなどが中止・自粛され、その影響もあり売上は昨年対比3割〜4割程度。日々改善しようと努めているが、まだ衣食住への要求・意識が高いため、行政にも民間にも「印刷」まで意識を向けてもらえないのが現状。大変な状況ではあるが、いつまでも下を向いていられないので、皆様とともに頑張りたい。

守会長：

義捐金を頂戴し、ありがとうございました。仙台刷親会は8月2日に総会を開催し、いただいた義捐金の半分を会員企業に分配し、もう半分を刷親会の活動費に充てることを決定した。

現状での宮城県での被害は、亡くなった方は12,000名、行方不明4,000名。仙台では亡くなった方は700名、行方不明33名。（仙台空港より北側は引き波が強かったため行方不明者が多いようである。）家屋の全壊20,000棟、大規模半壊13,000棟。宮城県発表の被害総額は、宮城県全体で6.7兆円、仙台市は1.3兆円。

街の状況は7月の常任幹事会議の時と比べて大きくは変わっていない。仙台空港は全面開通した。瓦礫はだいぶなくなったが、被災者にとってはただの瓦礫ではなく、財産の一部が含まれているため、簡単に回収・処理が出来ず、撤去の速度は上がらない。被災者が現在どこに住んでいるのか把握出来ていないという状況もあり、赤十字社などからの義援金は集まった金額の20％も配られていない。しかし、被災者は生活するためのお金を必要としている。また、被災した田んぼは野ざらしのままであり、今後どうするのかも全く決まっていない。今、仙台で一番頭を悩ませているのは放射能の影響による牛の出荷停止である。経済のさらなる停滞をもたらしている。（風評被害もある）

今回の震災で一番感じたことは、情報が伝わってこないこと、本当はどうなっているかという情報がないこと。例えば、テレビや新聞の報道では取り上げられないが、暴動や略奪が行われている。

思ったことをお伝えしているが、何か聞きたいこと、知りたいことがあったらご質問ください。（ディスカッション中に質問をまとめ、答えていただいた）

また、それぞれから被災状況を記した写真集が配布された。

●グループディスカッション
テーマ「復興支援策としてこれから私たちにできることは何か」
45名が7テーブルに分かれてディスカッションを行った。
（テーブルリーダー：臼井、齊藤、杉山、飯尾、藤澤、松浦、加藤）
内容をまとめると、1.被災地に足を運ぶこと。2.被災地域で生産されたものを購入すること。3.この災害を忘れずに伝えること。4.個々のレベルではなく組織レベルで何が出来るか？　という4項目。

各テーブルごとのディスカッションの結果はwebで公開する。
●その他
大迫会計より、9月上旬に緑友会費入金案内を送付するとの連絡と東日本大震災義捐金の新しい振込口座を後日お知らせするという告知があった。
貞末総務より、各グループの新年度名簿が未提出のグループが５グループ有り、早々に提出して欲しいとの依頼があった。
　
●議題審議事項の確認（齊藤書記）
●総括（作道直前会長）
閉会　14：00

●次回開催予定　平成23年11月26日（土）　14:00～
　　　　　　　　福岡県福岡印刷会館　福岡市博多区築港本町6番1号
